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５ 主要研究成果 

 
［成果の内容］ 

野外の研究ほ場において、組換えダイズ（40-3-2 系統）とツルマメを隣接して栽培し、夏季

にはつる性のツルマメは組換えダイズに巻きついた状態となりました（図１）。開花期を重複させ

るため組換えダイズの播種日を 3 回に分けました。その結果、25～32 日間開花が重複し、組換

えダイズを 7 月 20 日に播種した組合せで両種の開花最盛期は、最も近くなりました（図２）。 

収穫したツルマメの種子について合計 32,502 個を検定したところ、１個の種子が組換えダイ

ズと交雑していました。この交雑種子は、開花最盛期が最も近かった組合せのツルマメ種子

11,860 個の中から見つかりました（表）。この交雑種子を栽培し、得られた莢と種子の大きさは

中間的で、種子の色は大部分が茶褐色でこれも中間的でした（図３）。 

これまで遺伝子組換えでないダイズとツルマメの自然交雑についての報告はありますが、組

換えダイズを用いた例は世界で初めてです。この結果は、日本で組換えダイズが栽培された場

合、周辺に自生するツルマメと自然交雑する可能性を示すものです。しかし、この実験のように

人為的に両種の開花期を重複させた上、極めて近接して栽培しても、交雑種子は 1 個であるこ

とから、ツルマメと組換えダイズが自然に交雑する可能性は極めて低いことが明らかとなりまし

た。 
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ほ場で遺伝子組換えダイズとツルマメが 
交雑する可能性は低い 

［要約］ 

除草剤耐性遺伝子組換えダイズとツルマメがほ場条件下で自然に交雑するかを検討する

ため、交雑しやすい条件で両種を栽培した結果、32,502 個のツルマメ種子の中から遺伝子

組換えダイズと交雑した 1 個の種子を確認しました。このことから、両種がほ場で交雑する

可能性は極めて低いことがわかりました。 

［背景と目的］ 

日本を含む東アジアで除草剤グリホサート耐性遺伝子組換えダイズ（以下組換えダイズ）

が商業栽培された場合、周囲に自生するダイズの近縁野生種であるツルマメと交雑する可

能性があります。しかし、ダイズやツルマメは自家受精によって種子を作る植物であり、開花

時期も異なります。そのため、一般に組換えダイズとツルマメとの自然交雑は起こりにくいと考

えられ、今のところ自然交雑したという報告はありません。本研究では、ほ場において両者が

交雑しやすい条件で栽培し、自然交雑するかどうかを検討しました。 
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図 2．遺伝子組換えダイズとツルマメの開花期間の比較 

遺伝子組換えダイズを 7 月 20 日に播種した組合せで両種の開花最盛期は、最も近くなりました

図３．遺伝子組換えダイズとツルマメの自然交雑個体（左）および莢と種子 

交雑種子を栽培すると、得られた莢と種子の大きさ、種子の色は中間的でした。 

図 1．遺伝子組換えダイズ（40-3-2 系統）および 

ツルマメの栽培状況（撮影日 2005 年 8 月 31 日） 

隣接して栽培すると、夏季にはつる性のツルマメは

組換えダイズに巻きついた状態となりました 

ツルマメ 

遺伝子組換えダイズ

表．異なる日に播種した遺伝子組換えダイズと隣接栽培したツルマメ種子の

検定数および自然交雑数                          

遺伝子組換えダイズ播種日   6/20    7/5   7/20     計     

交雑検定数       7,814  12,828  11,860  32,502    

自然交雑数               0     0      1     1    

ツルマメ 
移植日 

5/27 

遺伝子組換え 
ダイズ播種日 

6/20 
7/5
7/20 

8/1 8/10 8/20 9/1 9/10 9/20 

開花期 




